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『
鄭
孝
混
同
日
記
』

に
見
る
呉
昌
碩
と
の
交
友

松

村

茂

樹

tま

じ

め

ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
開
港
以
来
、
未
曽
有
の
経
済
発
展
を
遂
げ
て
い
た
近
代
の
上
海
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
を
引
き
寄
せ
て
い
た
。
辛
亥
革
命

に
よ
っ
て
行
き
場
を
失
い
、
書
画
の
揮
事
な
ど
で
生
計
を
立
て
よ
う
と
す
る
い
わ
ゆ
る
清
朝
遺
民
の
中
に
も
、
販
路
を
求
め
て
上
海
に
赴
く
者

が
多
か
っ
た
。
後
に
満
州
国
総
理
と
な
る
鄭
孝
彦
同
（
一
八
六

O
l
一
九
三
八
）
も
そ
ん
な
清
朝
遺
民
の
一
人
で
あ
る
。

鄭
孝
膏
は
そ
の
高
い
学
識
に
よ
っ
て
す
ぐ
さ
ま
上
海
文
墨
界
の
中
心
的
存
在
と
な
り
、
そ
の
清
剛
な
る
書
法
は
引
く
手
あ
ま
た
で
、
売
字
の

年
間
収
入
は
数
千
元
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
あ
る
人
物
と
の
接
点
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
近
代
上
海
書
画
壇

（
海
上
派
〉
の
領
袖
・
呉
昌
碩
（
一
八
四
四
1

一
九
二
七
）
で
あ
る
。
当
時
、
詩
書
画
印
四
絶
の
名
声
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
呉
昌
顕
で

あ
る
が
、
十
六
歳
も
年
下
の
鄭
孝
膏
と
謙
虚
に
交
わ
り
、
詩
集
の
序
文
や
墓
誌
蓋
ま
で
書
い
て
も
ら
う
な
ど
し
て
い
る
。
呉
昌
碩
が
い
か
に
鄭

孝
忍
円
を
重
ん
じ
て
い
た
か
が
わ
か
ろ
う
。

本
稿
は
そ
ん
な
鄭
孝
膏
と
呉
昌
碩
の
交
友
ー
ー
と
い
う
、
近
代
中
国
文
化
人
研
究
に
お
い
て
重
要
か
つ
興
味
深
い
テ
1
マ
を
扱
う
も
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
一
九
九
三
年
十
月
に
中
華
書
局
か
ら
、
中
国
歴
史
博
物
館
編
・
労
祖
徳
整
理
『
鄭
孝
膏
日
記
』
全
五
冊
が

刊
行
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
該
書
は
そ
れ
ま
で
一
般
研
究
者
が
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
鄭
孝
膏
の
日
記
の
現
存
分
を
整
理
し
て
排
印
出
版

『
鄭
孝
脊
日
記
』
に
見
る
呉
昌
碩
と
の
交
友



一
一
一
ご

し
た
も
の
で
、
資
（
史
）
料
的
価
値
が
極
め
て
高
い
。
よ
っ
て
刊
行
直
後
か
ら
、
該
書
を
用
い
た
論
文
が
い
く
つ
か
出
て
い
る
。
筆
者
も
呉
昌

碩
を
研
究
す
る
立
場
か
ら
、
該
書
を
部
分
的
に
参
照
し
て
来
た
が
、
今
回
は
、
通
観
し
た
上
で
鄭
孝
脅
と
呉
昌
頑
の
交
友
に
つ
い
て
注
釈
を
加

い
さ
さ
か
な
り
と
も
こ
れ
ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
点
に
照
明
を
あ
て
ら
れ
れ
ば
｜
！
と
思
う
。

え
つ
つ
論
じ
て
み
た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

一
、
詩
と
印
を
酷
評

『
鄭
孝
膏
日
記
』
に
初
め
て
呉
昌
碩
の
名
が
見
え
る
の
は
一
八
九
五
年
十
一
月
十
三
日
（
日
記
は
旧
暦
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
便

宜
上
新
暦
に
統
一
す
る
）
の
次
の
一
節
で
あ
る
。

呉
彦
復
が
『
呉
昌
碩
印
譜
』
お
よ
び
（
呉
昌
碩
が
）
著
す
と
こ
ろ
の
『
缶
庖
詩
』
を
贈
っ
て
く
れ
た
。
詩
は
浅
俗
、
印
は
ま
だ
ま
し
だ

的：！トfγ門
が
、
典
雅
を
尽
く
し
て
は
い
な
い
。

呉昌碩刻「底江」印（右）

「呉保初;n遂」印（左〕

当
時
、
鄭
孝
膏
は
三
十
六
歳
、
両
江
総
督
・
張
之
洞
の
幕
僚
を
し
て
お
り
、
北
京

に
出
張
中
で
あ
っ
た
。

呉
彦
復
（
一
八
六
九

l
一
九
一
一
二
）
は
鷹
江
の
人
で
、
名
を
保
初
、
号
を
君
遂
と

い
い
、
彦
復
は
字
で
あ
る
。
戊
戊
政
変
（
一
八
九
八
）
の
際
に
は
新
党
に
加
担
し
、

日
本
に
亡
命
す
る
こ
と
に
な
る
人
物
。
呉
昌
碩
と
は
い
つ
か
ら
交
わ
っ
て
い
た
の
か

（図 1) 

わ
か
ら
な
い
が
、
す
で
に
壬
辰
（
一
八
九
二
〉
十
月
、
呉
昌
碩
は
彼
の
た
め
に
「
虚

江
」
印
、
「
呉
保
初
君
遂
」
印
（
図
1
）
を
刻
し
て
い
る
。

呉
彦
復
が
鄭
孝
膏
に
贈
っ
た
『
呉
昌
碩
印
譜
』
と
は
具
体
的
に
ど
の
印
譜
を
言
う

の
か
不
明
（
同
名
ま
た
は
類
似
名
の
印
譜
は
存
在
す
る
が
、
こ
れ
よ
り
後
に
出
さ
れ



て
い
る
）
。
当
時
存
在
し
た
呉
昌
碩
の
印
譜
は
、
『
削
飢
慮
印
存
』
の
よ
う
な
少
部
数
の
自
鈴
木
が
ほ
と
ん
ど
で
、

い
わ
ゆ
る
鉾
版
〈
俗
称
凸

版
）
印
泥
押
し
と
い
う
方
法
で
大
量
に
出
ま
わ
っ
て
い
た
の
は
、

碩
の
室
号
〉
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
『
缶
慮
詩
』
は
一
八
九
三
年
に
初
版
（
図
2
〉
が
出
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
通
り
、
『
鄭
孝
膏
日
記
』
に
呉
昌
碩
の
名
が
見
え
る
の
は
こ
の
部
分
が
最
初
で
あ
る
が
、
『
鄭
孝
膏
日
記
』
所
収
の
日
記
中
、

〈

3
｝

八
一
年
以
前
の
も
の
は
一
八
八
五
年
の
も
の
を
除
い
て
は
欠
失
が
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
す
べ
て
の
事
跡
を
日
記
に
書
く
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
か

ら
、
鄭
孝
青
が
こ
の
時
は
じ
め
て
呉
昌
碩
を
知
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る

Q

一
八
八
九
年
に
呉
隠
が
輯
成
し
た
『
缶
虚
印
存
』
初
集
四
冊
（
缶
虚
は
呉
昌九

た
だ
、
鄭
孝
脊
ほ
呉
昌
碩
の
詩
を
「
浅
俗
」
と
言
い
、
印
も
「
典
雅
を
尽
く
し
て
い
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も

こ
の
時
点
で
は
あ
ま
り
良
い
印
象
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い

Q

二
、
呉
昌
碩
の
印
も
依
頼
す
る

と
こ
ろ
が
、

八
年
後
の
一
九

O
ゴ
一
年
、
鄭
孝
膏
は
代
理
店
を
通
し
て
呉
昌
碩
に
刻
印
を
依
頼
し
て
い
る
。
四
月
九
日
の
条
に
次
の
よ
う
な
一

節
が
あ
る
。

自
ら
印
章
を
受
け
取
り
に
九
華
堂
紙
店
に
行
く
。
呉
昌
碩
、
子
噴
仙
に
こ
れ
を
刻
せ
し
め
る
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、

四
月
二
十
三
日
の
条
に
、

嚇
仙
刻
す
る
と
こ
ろ
の
印
章
三
頼
を
受
け
取
り
、
『
双
純
記
』
を
買
っ
て
帰
る
。

と
あ
り
、
五
月
二
日
の
条
に
、

呉
昌
碩
刻
す
る
と
こ
ろ
の
印
三
顎
を
受
け
取
っ
て
帰
る
。
毎
宇
一
金
で
あ
っ
た
。

と
あ
る
の
で
、
鄭
孝
膏
は
ま
ず
四
月
九
日
に
九
華
堂
に
注
文
し
て
い
た
印
材
六
頼
を
受
け
取
り
に
行
き
、
そ
の
場
で
子
輔
仙
と
呉
昌
碩
に
三

『
鄭
孝
混
同
日
記
』
に
見
る
呉
昌
碩
と
の
交
友

一一



頼
ず
つ
刻
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
、

四
月
二
十
三
日
に
子
捕
仙
の
も
の
を
、

五
月
二
日
に
呉
昌
碩
の
も
の
を
取
り
に
九
華
堂
に
赴
い
た
ら
し

一
二
四

L、。
当
時
、
鄭
孝
膏
は
四
十
四
歳
。
上
海
に
あ
っ
た
中
国
最
初
の
官
立
軍
事
工
場
・
江
南
機
器
制
造
総
局
の
総
弁
を
つ
と
め
て
い
た
。

九
華
堂
は
当
時
上
海
河
南
路
に
あ
っ
た
老
舗
の
文
一
房
品
店
。
書
画
家
刻
の
依
頼
を
仲
介
す
る
代
理
店
業
務
も
行
っ
て
い
た
。

字
を
一
ニ
、

子
鴎
仙
は
子
献
仙
（
生
卒
年
未
詳
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
錆
刻
を
よ
く
し
、
象
牙
の
扇
骨
に
顕
微
鏡
で
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の

四
十
行
も
刻
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
要
す
る
に
工
人
家
刻
師
で
あ
り
、
象
牙
な
ど
の
印
材
に
細
紙
な
字
刻
を
施
す
タ
イ
プ
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
呉
昌
碩
は
文
人
家
刻
家
で
あ
り
、
石
章
に
大
胆
な
奏
万
を
行
う
タ
イ
プ
な
の
で
、
子
歌
仙
と
は
正
反
対
の
刻
風
と
い

呉昌碩『缶底詩j初版（大妻女子大学蔵）

①表紙

（図2)

う
こ
と
に
な
る
。

」
の
時
、
呉
昌
碩
は
蘇
州
に
い
た
が
、

そ
の
印
は
す
で
に
上
海
で
評
判
に
な
っ
て

お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
老
舗
の
九
華
堂
も
刻

印
依
頼
を
仲
介
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ

が
、
当
時
の
鄭
孝
膏
は
呉
昌
碩
と
刻
風
が

全
く
異
な
る
子
軟
仙
に
も
依
頼
し
て
い
る

わ
け
で
、
呉
昌
碩
を
あ
る
程
度
評
価
し
つ

つ
も
、
そ
の
印
を
メ
イ
ン
で
使
お
う
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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『
鄭
孝
脊
日
記
』
に
見
る
呉
国
碩
と
の
交
友

三
、
呉
回
日
碩
の
訪
問
を
う
け
る

そ
れ
か
ら
ま
た
七
年
後
の
一
九
一

O
年

②封面

一
月
二
十
九
日
、
鄭
孝
膏
は
呉
昌
碩
の
訪

聞
を
う
け
て
い
る
。
同
日
の
条
を
見
よ

う

諸
貞
壮
、
呉
倉
碩
（
倉
碩
は
呉
昌
碩

の
別
字
）
が
海
蔵
楼
に
来
る
が
、
会
え

な
か
っ
た
。

当
時
、
鄭
孝
彦
円
は
五
十
歳
。
官
を
辞

し
、
上
海
南
洋
路
に
海
蔵
楼
を
築
き
、
上

海
虹
口
寿
椿
里
の
借
家
か
ら
通
う
毎
日
を

③巻首

送
っ
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
七
日
後
に
は

錦
瑳
鉄
路
督
弁
兼
萌
藍
島
開
埠
事
宜
の
任

に
就
く
た
め
、
大
連
行
の
船
に
乗
っ
て
お

り
、
間
も
な
く
北
京
、
天
津
、
奉
天
の
間

を
行
き
来
す
る
生
活
に
入
っ
て
い
る
。

諸
貞
壮
（
一
八
七
五
、

一
作
一
八
七
四

五



典
貞
批
同
訪
海
蔵
棲
不
備

肱
典
我
如
駆
輩
横
下
跡
調
帯
心
胸
何
以
仰
此
挟
鴻
海

一
再
欲
得
者
療
成
龍
詩
オ
展
若
野
祐
繍
墨
潜
依
合
制
限

主
人
志
崎
且
寄
目
務
目
指
蕩
青
芙
蓉

（図3）鄭孝育

「諸貞壮呉

倉詩碩見訪

不適J

（図 4) 呉昌碩「与点

壮同訪海蔵楼不

｛直」詩

一
一--L ノ、

ー
一
九
一
ニ
二
）
は
折
、
江
紹
興
の
人
で
、
名

を
宗
元
、
字
を
貞
長
と
い
い
、
貞
壮
は
別

字
で
あ
る
。
革
命
文
学
団
体
・
南
社
に
加

入
し
た
こ
と
も
あ
る
詩
人
で
、
呉
昌
碩
と

一
九
一

O
年
、
つ
ま
り
こ
の
年
に
蘇
州
で

知
り
合
い
、
極
め
て
親
し
く
交
わ
っ
た
。

鄭
孝
背
は
こ
の
時
の
こ
と
を
「
諸
貞
壮

呉
倉
碩
見
訪
不
遇
（
諸
貞
壮
呉
倉
碩
に
訪

ね
ら
れ
る
も
遇
わ
ず
）
」
詩
（
『
海
蔵
楼
詩
』

十
三
巻
本
巻
七
所
収
／
図
3
U
に
詠
み
、

と

も

あ

こ
の
中
で
呉
昌
碩
の
書
法
を
た
た
え
て
お
り
、
呉
昌
碩
も
「
与
貞
壮
同
訪
海
蔵
楼
不
値
（
貞
壮
と
同
に
海
蔵
楼
を
訪
ね
て
値
わ
ず
〉
（
『
缶
虚
詩
』

八
巻
本
巻
五
所
収
／
図
4
）
を
作
り
、
郎
孝
背
へ
の
尊
敬
を
表
明
し
て
い
る

Q

要
す
る
に
、
当
時
蘇
州
に
い
た
呉
同
日
碩
が
、
上
海
に
来
た
折
に
、
友
人
の
諸
貞
壮
と
共
に
鄭
孝
脅
を
海
蔵
楼
に
表
敬
訪
問
し
た
も
の
の
、
会

え
な
か
っ
た
ー
ー
ー
と
い
う
わ
け
、
た
。

四

H

四
絶
μ

を
贈
ら
れ
る

そ
し
て
約
半
年
後
の
一
九
一

O
年
八
月
九
日
、
鄭
孝
脊
は
ま
た
呉
昌
碩
の
訪
問
を
う
け
て
い
る
。

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
に
乗
っ
て
海
蔵
楼
に
行
く
。
呉
倉
碩
お
よ
び
そ
の
子
の
東
遁
が
や
っ
て
来
て
、
私
に
「
訪
海
蔵
楼
」
詩
一
首
を
贈
り
、
更



より〉

『缶底印存』二集

〈『呉昌碩のすべて』 1977・二玄社

（図5)

『
鄭
孝
宥
日
記
』
に
見
る
呉
昌
碩
と
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友
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一
二
八

に
、
「
海
蔵
楼
図
」
は
す
で
に
画
き
終
え
て
い
る
の
で
、
諸
貞
壮
を
介
し
て
お
贈
り
す
る
ー
ー
と
い
う
。
そ
の
新
刻
『
缶
庫
印
存
』
を
見
る

と
、
み
な
諸
子
の
名
言
が
選
ば
れ
て
お
り
、
極
め
て
喜
ば
し
い
。

当
時
、
鄭
孝
膏
は
五
十
二
戚
。
ま
た
も
官
を
辞
し
、
上
海
に
一
っ
て
い
た
。

呉
東
遇
（
一
八
八
六

i
一
九
六
三
）
は
呉
昌
碩
の
四
男
で
あ
る
が
、
長
男
は
十
六
歳
で
、
コ
一
男
は
生
後
間
も
な
く
没
し
て
い
る
の
で
、
次
男

の
呉
賦
骨
粗
が
長
男
格
、
そ
し
て
こ
の
呉
束
通
が
次
男
格
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
後
、
呉
日
日
碩
逝
去
の
直
前
に
呉
賦
骨
組
が
没
し
た
た
め
、
呉
束
通
は

呉
昌
碩
の
跡
目
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
見
え
る
「
「
訪
海
蔵
楼
」
詩
」
は
、
前
出
の
「
与
貞
壮
同
訪
海
蔵
楼
不
値
」
と
同
一
の
詩
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「
新
刻
『
缶
慮
印
存
』
」
は
、
「
み
な
諸
子
の
名
言
が
選
ば
れ
て
お
り
」
と
あ
る
の
で
、
『
缶
慮
印
存
』

一
i
四
集
の
う
ち
唯
一
、
成

語
印
を
集
め
て
い
る
呉
隠
輯
成
『
缶
慮
印
存
』
二
集
四
冊
（
図
5
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
庚
子
（
一
九

O
O）
に
書
か
れ
た
呉
昌
碩

の
白
題
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
題
が
書
か
れ
た
時
期
と
、
刊
行
の
時
期
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
で
、
い
つ
出
版
さ
れ
た
の
か
は
わ

か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
少
な
く
と
も
鄭
孝
膏
が
見
た
こ
の
日
ま
で
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

呉
昌
碩
は
息
子
を
連
れ
、
う
や
う
や
し
く
鄭
孝
膏
を
訪
ね
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
も
「
訪
海
蔵
楼
」
詩
の
詩
稿
に
よ
り
詩
と
書
を
、
諸
貞
壮

に
届
け
さ
せ
る
と
い
う
「
海
蔵
楼
図
」
に
よ
り
画
を
、
そ
し
て
『
缶
慮
印
存
』
に
よ
り
印
を
ー
ー
ー
と
自
ら
の

H

四
絶
H

す
べ
て
を
贈
っ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
鄭
孝
脊
に
対
す
る
尊
重
は
最
大
限
の
も
の
と
言
え
よ
う
。

鄭
孝
混
同
も
ま
ん
ざ
ら
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
『
缶
慮
印
存
』
を
ほ
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
「
諸
子
の
名
言
が
選
ば
れ
て
」
い
る
こ
と
を
ほ
め

て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
刻
風
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
「
海
蔵
楼
図
」
は
、
二
十
日
後
の
八
月
二
十
八
日
、
北
京
で
諸
貞
壮
か
ら
受
け
取
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
更
に
一
九
一
一

年
二
月
十
日
、
琉
璃
廠
の
英
古
斎
に
訪
い
て
手
巻
に
禄
装
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。



五
、
本
格
的
交
友
の
始
ま
り

次
に
呉
昌
碩
の
名
が
見
え
る
の
は
清
朝
滅
亡
後
の
一
九
一
二
年
十
二
月
七
日
で
あ
る
。

（
長
尾
雨
山
を
訪
ね
た
後
〉
、
更
に
呉
倉
碩
を
訪
ね
る
が
、
老
女
が
出
て
来
て
「
倉
碩
は
杭
州
へ
行
っ
て
お
り
、
ま
だ
帰
っ
て
い
な
い
」

と
言
う
。
お
そ
ら
く
夫
人
で
あ
ろ
う
。
書
い
て
も
ら
う
た
め
の
冊
頁
と
聯
紙
を
小
供
に
渡
し
て
お
く
。

当
時
、
鄭
孝
膏
は
五
十
三
歳
。
清
朝
が
滅
亡
し
た
た
め
上
海
で
欝
々
と
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
た
が
、
こ
の
頃
に
は
董
事
を
つ
と
め
て
い
た

出
版
社
・
商
務
印
書
館
に
通
う
か
た
わ
ら
、
上
海
在
住
の
文
人
達
と
の
交
友
を
再
開
し
て
い
た
。

長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
｜
一
九
四
二
〉
は
讃
岐
の
人
で
、
名
を
甲
、
通
称
を
模
太
郎
と
い
い
、
雨
山
は
号
で
あ
る
。
東
京
高
等
師
範
学
校
の

教
授
を
つ
と
め
て
い
た
漢
学
者
で
あ
る
が
、

『
鄭
孝
脅
日
記
』
に
見
る
呉
昌
碩
と
の
交
友

一
二
九



。

と
め
て
い
た
杭
州
の
印
学
団
体
・
西
冷
印
社
の
名
誉
社
員
と
な
っ
て
い
る
。

呉
昌
碩
は
こ
の
前
年
の
一
九
一
一
年
の
夏
に
蘇
州
を
ひ
き
は
ら
い
、
上
海
に
移
住
し
た
。
本
格
的
に
売
字
売
画
を
行
う
た
め
で
あ
る
。
終
の

住
居
と
な
る
北
山
西
路
吉
慶
里
に
移
る
の
は
一
九
一
三
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
は
ま
だ
呉
秘
の
借
家
に
住
ん
で
い
た
は
ず

で
、
鄭
孝
疋
円
も
こ
の
借
家
を
訪
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
呉
昌
頑
が
杭
州
に
赴
い
て
い
る
の
は
、
前
述
の
西
冷
印
社
と
の
か
か
わ
り
に
よ
っ
て
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
鄭
孝
友
円
は
自
ら
呉
日
日
碩
を
訪
ね
た
上
、
用
紙
持
参
で
書
の
揮
棄
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
呉
日
目
碩
と
積
極
的
に
交
友
し
よ
う
と
い
う

意
志
表
示
に
他
な
ら
な
い
。
呉
昌
碩
に
と
っ
て
こ
れ
は
極
め
て
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
早
速
、
杭
州
か
ら
戻
っ
た
後
の
一
九
一
三
年

一
月
十
二
日
、
鄭
孝
脅
を
訪
ね
て
い
る
。
こ
う
し
て
鄭
孝
脅
と
呉
昌
碩
の
上
海
で
の
本
格
的
な
交
友
が
始
ま
っ
た
。

六
、
誕
生
祝
い
に
出
席

こ
れ
以
降
、
『
鄭
孝
脅
日
記
』
に
は
呉
昌
碩
の
名
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
の
み
を
ピ
ッ

グ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
九
一
三
年
八
月
三
十
一
日
の
条
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

倉
碩
が
八
月
初
一
日
（
旧
暦
、
新
暦
で
は
九
月
一
日
に
あ
た
る
〉
は
七
十
歳
の
誕
生
日
と
い
う
こ
と
で
、
私
に
詩
を
作
る
こ
と
を
求
め
る
。

ま
た
、
同
年
九
月
一
日
の
条
に
は
、

呉
倉
碩
の
誕
生
祝
い
の
詩
を
作
る
。
（
中
略
〉
夜
、
華
慶
園
に
行
き
、
呉
倉
碩
の
誕
生
祝
い
の
宴
に
出
る
。
康
客
は
数
十
人
、
劉
豪
卿
、

周
湘
姉
、
呉
子
修
な
ど
と
会
う
。

と
あ
る
。



当
時
、
鄭
孝
脊
は
五
十
四
歳
。
政
治
的
な
活
動
も
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
商
務
印
書
館
に
通
い
つ
つ
、
売
字
用
の
書
の
揮

華
や
文
人
達
と
の
交
友
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

華
慶
園
は
上
海
公
館
馬
路
二
二
四
号
に
あ
っ
た
徴
州
料
理
店
。

劉
衆
卿
（
一
八
七
五

l
一
九
三
七
、
一
作
一
九
一
一
六
）
は
安
徴
貴
地
の
人
で
、
名
は
世
帯
、
号
は
窓
石
、
緊
卿
は
字
で
あ
る
。
刊
刻
家
、
収

蔵
家
と
し
て
有
名
な
人
物
。

周
湘
齢
〈
一
八
六
回
｜
一
九
一
一
一
一
一
一
、

収
蔵
家
と
し
て
有
名
で
、
呉
国
碩
の
パ
ト
ロ

γ
的
存
在
で
も
あ
っ
た
。

一
作
一
九
三
四
）
は
新
江
烏
程
の
人
で
、
名
は
慶
雲
、
別
号
は
夢
技
、
湘
船
は
号
で
あ
る
。
実
業
家
、

呉
子
修
（
一
八
四
八

i
一
九
二
回
、

亥
革
命
後
、
上
海
に
退
居
し
た
人
物
。

以
上
の
三
人
が
呉
昌
碩
の
誕
生
祝
い
の
宴
の
主
賓
格
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
鄭
孝
脅
も
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

一
作
一
九
一
二
己
は
新
江
銭
塘
の
人
で
、
名
は
慶
抵
、
別
字
は
敬
彊
、
子
修
は
字
で
あ
る
。
進
士
。
辛

七
、
商
務
印
書
館
と
の
顔
つ
な
ぎ
の
労
を
と
る

一
九
一
四
年
十
月
二
十
日
の
条
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

夜
、
呉
倉
石
、
諸
貞
壮
、
孟
麗
孫
、
江
伯
訓
、
高
夢
旦
、
李
抜
可
を
悦
賓
棲
に
も
て
な
す
。

以
こ
の
前
日
、
鄭
孝
脊
は
呉
昌
碩
に
招
か
れ
て
上
海
北
西
蔵
路
一
七
六
｜
七
号
に
あ
っ
た
万
家
春
と
い
う
料
理
店
に
赴
い
て
い
る
。
よ
っ
て
、

こ
の
悦
賓
楼
で
の
も
て
な
し
は
、
い
わ
ゆ
る
答
礼
宴
会
な
の
で
あ
ろ
う
。

悦
賓
楼
は
上
海
湖
北
路
即
二
八
六
至
二
八
九
号
に
あ
っ
た
北
京
料
理
店
。
前
出
の
諸
貞
壮
以
外
の
人
々
を
紹
介
し
て
お
く
。

『
鄭
孝
脅
日
記
』
に
見
る
呉
昌
碩
と
の
交
友

一一一一一



孟
菰
孫
（
一
八
六
八

l
一
九
三
人
〉
は
江
蘇
武
進
の
人
で
、
名
を
森
、
字
を
描
捺
と
い
い
、
繭
孫
と
も
署
し
た
。
日
本
に
留
学
し
、

一一一一一一

〈図7) 商務印書館発行、

『呉昌碩先生花丹画冊』

（伊藤隆夫氏提供〉
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四
年
に
帰
国
し
た
後
、
当
時
広
西
辺
防
大
臣
で
あ
っ
た
鄭
孝
奇
の
幕
に
入
り
、
商
務
印
書
館
で
『
東
方
雑
誌
』
の
編
集
に
も
あ
た
っ
て
い
た
。

江
伯
訓
（
一
八
六
三
｜
一
九
四
四
〉
は
福
建
の
人
で
、
名
を
舎
経
と
い
い
、
伯
訓
は
字
で
あ
る
。
福
建
省
内
務
司
長
を
つ
と
め
、
商
務
印
書

館
に
も
勤
務
し
た
。

一
作
一
八
七

O
l
一
九
一
一
一
六
）
は
福
建
長
楽
の
人
で
、
名
を
鳳
謙
と
い
い
、
夢
旦
は
字
で
あ
る
。
商
務
印
書
館
の
首

脳
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
、
編
訳
所
長
、
出
版
部
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

一
作
一
八
七
六

l
一
九
五
一
ニ
）
は
福
建
問
県
の
人
。
名
は
宣
襲
、
抜
可
は
字
で
あ
る
。
商
務
印
書
館
の

高
夢
旦
（
一
八
六
九
、

李
抜
可
（
一
八
八

O
l
一
九
五

O
、

株
主
と
し
て
経
営
に
参
加
し
、
多
年
に
わ
た
っ
て
経
理
（
取
締
役
）
を
つ
と
め
た
。

つ
ま
り
、
孟
、
江
、
高
、
李
の
四
人
は
共
に
商
務
印
書
館
の
人
物
で
あ
る
。
当
時
、
鄭
孝
背
は
五
十
五
歳

Q

前
述
の
通
り
、
商
務
印
書
館
の

董
事
を
ひ
き
つ
づ
き
つ
と
め
て
お
り
、
し
か
も
株
主
で
も
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
答
礼
宴
会
で
は
呉
昌
碩
と
そ
の
友
人
で
あ
る
諸
貞
壮
を
商

務
印
書
館
関
係
者
と
同
席
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
顔
つ
な
ぎ
の
労
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
一
九
一
五
年
二
月
、
呉
昌
碩
は
商
務
印
書
館

か
ら
『
呉
昌
碩
先
生
花
升
画
冊
』
（
図
7
）
を
出
版
し
て
お
り
、
更
に
一
九
一
八
年
、
商
務
印
書
館
の
主
要
雑
誌
で
あ
る
『
小
説
月
報
』
の
封

面
を
描
い
て
い
る
。

八
、
呉
昌
碩
の
展
覧
会
を
参
観
す
る

五
日
後
の
一
九
一
四
年
十
月
二
十
五
日
、
鄭
孝
疋
円
は
呉
昌
碩
の
展
覧
会
に
赴
い
て
い
る
。

六
三
園
に
行
く
。
日
本
人
が
呉
倉
碩
の
た
め
に
書
菌
会
を
聞
い
て
お
り
、
数
十
幅
が
掛
け
ら
れ
て
い
て
、
自
由
に
入
っ
て
観
る
こ
と
が
で

き
る
。
抜
可
、
貞
長
、
徐
仲
可
、
日
常
少
甫
な
ど
に
会
う
。

六
三
国
は
上
海
江
湾
路
に
あ
っ
た
広
大
な
日
本
料
亭
で
、
そ
の
主
人
・
白
石
六
三
郎
ハ
一
八
六
八

i
一
九
三
四
）
は
呉
昌
碩
と
極
め
て
親
し

『
鄭
孝
脊
日
記
』
に
見
る
呉
昌
碩
と
の
交
友

一一



一
三
四円

su

か
っ
た
。
白
石
は
こ
の
時
、
六
三
園
の
顛
総
楼
と
い
う
建
物
を
提
供
し
、
呉
昌
碩
の
た
め
に
個
展
を
聞
い
て
あ
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
中
に
見
え
る
抜
可
と
は
李
抜
可
、
貞
長
と
は
諸
貞
壮
の
こ
と
。
以
下
未
述
の
二
人
を
紹
介
し
て
お
く
。

徐
仲
可
（
一
八
六
九

l
一
九
二
人
〉
は
漸
江
銭
塘
の
人
で
、
名
を
珂
と
い
い
、
仲
可
は
字
で
あ
る
。
南
社
に
参
加
し
、
商
務
印
書
館
で
『
東

方
雑
誌
』
の
編
輯
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
掌
故
に
博
通
し
、
そ
の
編
に
な
る
『
清
朝
野
史
大
観
』
、
『
清
稗
類
紗
』
は
現
在
も
重
ん
じ

ら
れ
て
い
る
。

恰
少
甫
（
一
八
七
六
｜
？
〉
は
南
京
の
人
で
、
名
を
揮
と
い
い
、
少
甫
は
字
で
あ
る
。
書
画
家
刻
に
す
ぐ
れ
、
呉
昌
碩
が
名
誉
会
長
を
つ
と

めた海上題襟館金石書画会の会長など、各種団体の要職を歴任した。

ラ丸 《ム

e巳 jf 

4人
等 Jii符 崎

脅
自費 坊本

一

九

『
沈
氏
研
林
』
と
「
海
蔵
楼
」
印

鄭孝予著書『沈氏研林』封商

『
鄭
孝
脅
日
記
』
に
は
呉
昌
碩
が
い
っ
そ
う
頻
出
し
、

そ
の
後
、

訪

問
し
あ
っ
た
り
、
宴
会
に
招
き
招
か
れ
た
り
と
、
交
友
を
深
め
て
い
る

様
子
が
窺
え
る
。
そ
し
て
一
九
一
五
年
九
月
四
日
、
鄭
孝
脊
は
呉
昌
碩

を
訪
ね
た
際
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

呉
昌
碩
を
訪
ね
る
。
話
す
う
ち
に
、
そ
の
友
人
で
あ
る
沈
公
周
石

友
所
蔵
『
硯
譜
』
ニ
冊
を
示
さ
れ
た
。
多
く
倉
碩
が
銘
を
入
れ
て
い

（凶 8)

る
。
趨
石
と
い
う
倉
碩
の
弟
子
が
、
こ
の
銘
を
刻
し
て
お
り
、
す
こ

ぶ
る
縦
逸
で
あ
る
。
倉
石
（
倉
石
も
呉
昌
碩
の
別
字
の
一
つ
）
は
石

友
の
た
め
に
私
に
隷
書
を
求
め
、
私
の
た
め
に
「
海
蔵
楼
」
印
を
刻



『
鄭
孝
寄
日
記
』
に
見
る
呉
昌
碩
と
の
交
友

し
、
石
友
拓
『
硯
譜
』
四
隔
を
贈
っ
て
く
れ
た
。
私
は
十
字
の
隷
書
長
聯
を
書

き

一
つ
を
石
友
に
送
り
、

一
つ
を
倉
碩
に
贈
っ
た
。

当
時
、
鄭
孝
青
は
五
十
六
歳
で
、
状
況
に
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
。

ま
ず
こ
の
中
に
見
え
る
人
物
の
紹
介
を
し
て
お
く
。

沈
公
周
（
一
八
五
八

l
一
九
一
七
）
は
江
蘇
常
熟
の
人
で
、
名
を
汝
理
、
号
を
石

友
と
い
い
、
公
周
は
字
で
あ
る
。
蔵
硯
家
と
し
て
有
名
で
、
そ
の
蔵
硯
譜
『
沈
氏
研

鄭孝斉題『品研図』

林
』
中
に
は
友
人
の
呉
昌
領
の
銘
が
入
っ
た
硯
が
多
く
見
ら
れ
る
。

越
石
（
一
八
七
四
｜
一
九
一
三
ニ
）
は
江
蘇
常
熟
の
人
で
、
字
を
石
農
、
号
を
古
泥

と
い
う
。
薬
店
の
奉
公
人
を
し
て
い
た
が
、
碑
帖
の
臨
書
ば
か
り
し
て
い
た
た
め
に

解
雇
さ
れ
、
こ
れ
に
同
情
し
た
沈
公
周
の
紹
介
で
呉
昌
碩
の
弟
子
と
な
り
、
家
刻
家

と
し
て
一
家
を
成
し
た
人
物
。

（図9)

つ
ま
り
、
こ
こ
で
鄭
孝
脊
の
い
う
『
現
譜
』
が
す
な
わ
ち
『
沈
氏
研
林
』
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鄭
孝
厚
円
は
『
沈
氏
研
林
』
の
た
め
に
封
面

（図
8
）
を
書
き
、
頭
葉
の
「
品
硯
図
」
（
図
9
〉
を
題
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
沈

氏
研
林
』
に
は
鄭
孝
斉
の
封
面
の
他
に
、
呉
昌
碩
の
封
面
も
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
鄭
孝
脊
の
封
面
の
後
に
置
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
中
に
呉
昌
碩
が
鄭
孝
脊
の
た
め
に
「
海
蔵
楼
」
印
を
刻
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
印
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い

ハ
と
い
う
よ
り
指
摘
し
た
人
が
い
な
い
〉
。
こ
こ
に
掲
げ
た
の
は
一
九
二
三
年
一
月
、

五



（図11) 「海蔵楼」印（（図

10）を部分拡大〕

一一一一六

（図10) 鄭孝奇書「題

独立蒼~図巻」

JJ軸

海
蔵
楼
を
訪
れ
た
日
本
の
学
者
・
神
田
喜
一
郎
（
一
八
九
七

i
一
九
八
四
）
に
書
き
与
え
ら
れ
た
「
題
独
立
蒼
荏
図
巻
」
詩
軸
（
図
叩
〉
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
落
款
印
と
し
て
「
海
蔵
楼
」
印
（
図
日
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
こ
の
時
呉
昌
碩
が
鄭
孝
得
の
た
め
に
刻
し
た

「
海
蔵
楼
」
印
で
あ
る
と
い
う
確
証
は
何
一
つ
な
い
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
刻
風
は
呉
日
日
碩
の
も
の
で
あ
る
と
筆
者
は
見
て
い
る
の
で
あ
る
が

い
か
が
で
あ
ろ
う
？

十

『
缶
庫
詩
』

の
序
文
を
書
く

そ
の
後
も
呉
昌
碩
と
の
往
来
は
顔
繁
に
行
わ
れ
、

一
九
一
六
年
一
月
十
二
日
の
条
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。



当
時
、
鄭
孝
育
は
五
十
七
歳
、
状
況
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

こ
の
「
缶
麗
詩
序
」
（
図
ロ
）
は
、
後
に
刊
刻
家
の
劉
承

幹
（
一
八
八
二

l
一
九
六
三
〉
に
よ
っ
て
刊
行
（
劉
承
幹
の

序
は
庚
申
〈
一
九
二

O
〉
七
夕
に
書
か
れ
て
い
る
）
さ
れ
た

『
缶
慮
詩
』
八
巻
本
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

鄭
孝
尽
円
は
こ
の
中
で
、
「
缶
慮
先
生
の
詩
格
は
秀
勤
で
、

世
事
を
経
験
し
て
節
操
を
乱
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
に
比

べ
、
り
り
し
く
き
っ
ぱ
り
と
し
て
い
る
。
近
年
の
作
は
こ
だ
わ
り
が
な
く
思
う
が
ま
ま
な
上
に
古
人
の
言
を
加
え
て
詩
に
し
て
い
る
と
い
う
の

も
う
な
や
つ
け
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
詩
集
の
序
文
で
あ
る
か
ら
誤
辞
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
「
近
年
の

作
」
を
ほ
め
て
い
る
わ
け
で
、
呉
昌
碩
の
以
前
の
詩
を
「
浅
俗
」
と
し
て
い
た
こ
と
と
矛
盾
は
し
て
い
な
い
。

面
風
説
原
．
1
1・
、

J

l

i

l

i

a

－
－
－
！
：

i
l
t
i
t
i
l－
－

 

一
品
人
市
生
低
世
地
誠
詩
人
自
見
之
秩
唱
歌
介
之
志
幽
砂

一
之
情
以
賞
作
時
東
俗
之
遁
喫
而
愈
．
芳
斯
其
時
央
線
臨
時
波

一
逐
流
者
内
負
刑
期
夫
其
所
守
而
僻
自
届
雌
子
日
所
角
菱
田
川
d

務
可
制
概
至
是
必
勝
オ
重
意
塞
針
於
山
川
風
月
最
鳥
草
木
田
闘

画
照
不
噺
祖
国
惑
而
無
以
鼎
其
吉
蓋
其
志
銃
喪
英
詩
亦
立
田
町

一
清
ゆ
然
者
自
缶
山
泊
先
生
務
格
秀
助
比
英
世
説
節
操
凍
然
詔
一
耕
一

一
年
所
作
時
期
選
縦
横
有
加
於
背
吉
滞
必
聾
量
不
信
哉
先
生
回
一
鄭

書
量
軍
家
刻
名
重
一
時
後
世
蛍
列
之
侍
育
主
高
年
少
之
傍
圃

ω

至
其
詩
之
兎
而
盆
一
議
昏
則
明
之
凌
承
而
黄
楓
た
絃
霜
荷
回
一
噛

川
川
容
慮
京
－

l
l
υ
一円い

丹
也
此
章
典
骨
骨
章
摘
句
明
風
弄
月
者
同
日
語
哉
乙
卯
季

一
冬
孝
背『

鄭
孝
斉
日
記
』
に
見
る
呉
昌
碩
と
の
交
友

呉
昌
碩
が
来
る
。
詩
巻
を
携
え
て
お
り
、
私
に
序
を
作

る
こ
と
を
求
め
、
あ
わ
せ
て
対
聯
を
書
く
こ
と
を
乞
う
。

ま
た
、
翌
日
の
一
月
十
三
日
の
条
に
は
、

呉
昌
碩
の
た
め
に
「
缶
庖
詩
序
」
を
作
る
。

と
あ
り
、
更
に
そ
の
ま
た
翌
日
の
一
月
十
四
日
の
条
に
は
、

「
詩
序
」
を
昌
碩
に
贈
る
。

と
あ
る
。

七



一
三
八

十
一
、
呉
昌
碩
夫
人
の
死
を
悼
む

ひ
き
つ
づ
き
二
人
の
往
来
は
頻
繁
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
一
七
年
七
月
十
六
日
の
条
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

呉
昌
碩
が
夫
人
を
亡
く
し
た
と
聞
き
、
出
か
け
て
行
っ
て
弔
い
を
す
る
。
昌
碩
は
自
ら
、
「
妻
と
五
十
二
年
暮
ら
し
、
今
年
で
七
十
四
歳
で

す
。
男
や
も
め
の
身
で
は
、
あ
と
何
年
生
き
ら
れ
ま
す
や
ら
／
」
と
言
う
。

当
時
、
鄭
孝
背
は
五
十
八
歳
で
、
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

呉
昌
碩
夫
人
の
施
酒
（
一
八
四
八
｜
一
九
一
七
）
は
、
こ
の
十
三
日
前
に
あ
た
る
七
月
三
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
施
酒
は
家
事
、
育
児
の

他
に
、
印
の
代
刻
ま
で
し
て
呉
昌
碩
を
助
け
た
賢
夫
人
で
あ
っ
た
。

妻
を
亡
く
し
て
う
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
呉
昌
頑
の
言
葉
を
わ
ざ
わ
ざ
日
記
に
と
ど
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
鄭
孝
背
の
呉
昌
碩
に
対
す
る
深

い
同
情
が
窺
え
、

ひ
い
て
は
二
人
の
交
友
が
か
な
り
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
せ
し
め
る
。

鄭
孝
背
は
同
年
八
月
七
日
、
亡
き
呉
昌
碩
夫
人
の
た
め
に
無
地
の
椴
子
を
買
っ
て
贈
り
、

州
会
館
で
行
わ
れ
た
葬
儀
に
も
出
席
し
て
い
る
。

八
月
十
二
日
に
上
海
フ
ラ
ン
ス
租
界
洋
行
街
の
湖

十
二
、
基
志
蓋
を
書
く

そ
し
て
一
九
一
八
年
九
月
二
十
日
の
条
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

呉
昌
碩
が
来
て
、
生
壊
士
山
を
書
く
よ
う
求
め
る
。
昌
碩
は
今
年
七
十
五
歳
で
、
耳
が
わ
ず
か
に
遠
く
な
り
、
足
が
わ
ず
か
に
不
自
由
で
あ

る
が
、
髪
に
は
白
い
も
の
が
な
い
。
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一四
O

ま
た
、
八
日
後
の
九
月
二
十
八
日
の
条
に
は
、

呉
昌
碩
の
た
め
に
生
壌
志
を
書
く
。

と
あ
り
、
そ
の
ま
た
二
日
後
の
九
月
三
十
日
の
条
に
は
、

呉
昌
碩
を
訪
ね
、
場
志
を
渡
す
。

と
あ
る
。

当
時
、
鄭
孝
膏
は
五
十
九
歳
で
、
状
況
は
変
ら
な
い
＠

生
境
志
と
は
生
前
に
作
っ
て
お
く
墓
志
銘
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
言
う
と
、
こ
の
時
鄭
孝
脅
は
墓
志
銘
に
の
せ
る
墓
志
蓋
を
隷
書
で
書
い
た

一
九
三
一
、

（
園
口
）
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
墓
志
銘
は
、
陳
三
立
（
一
八
五
二
、

一
作
一
九
三
二
）
の
書
丹
、
鄭
孝
脊
の
書
蓋
、
周
梅
谷
（
生
卒
年
未
詳
〉
の
鍋
字
に
よ
っ
て
成
っ
て
い
る
。

一
作
一
八
五
三

l
一
九
三
七
）
の
撰
文
、
朱
孝
戚
（
一
八
五
七
｜

墓
志
蓋
の
書
者
に
は
、
交
友
関
係
に
あ
り
、
な
お
か
つ
高
い
地
位
に
あ
る
人
物
を
選
ぶ
こ
と
が
多
い
。
呉
昌
碩
は
そ
の
書
者
に
自
ら
鄭
孝
脊

を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
呉
昌
碩
が
鄭
孝
脊
に
信
頼
と
尊
敬
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
の
こ
の
上
な
い
左
証
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

十
三
、

八
十
の
誕
生
日
を
祝
う

一
九
二
三
年
、
鄭
孝
青
は
呉
昌
碩
の
八
十
歳
を
祝
っ
て
い
る

Q

十
月
十
日
の
条
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

締
繭
公
所
に
行
く
。
呉
倉
碩
八
＋
歳
の
誕
生
祝
い
で
あ
る
。

当
時
、
鄭
孝
青
は
六
十
四
歳
。
こ
の
年
が
上
海
定
住
最
後
の
年
と
な
る
。

赫
繭
公
所
は
上
海
北
山
西
路
に
あ
っ
た
製
糸
業
関
係
者
の
会
館
。
同
じ
く
北
山
西
路
に
住
ん
で
い
た
呉
昌
碩
の
家
の
近
所
で
あ
っ
た
た
め
、

誕
生
祝
い
の
会
場
と
し
て
借
り
た
の
で
あ
ろ
う
。



『
鄭
孝
脊
日
記
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に
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友
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四

呉
昌
碩
作
品
集
』
（
一
九
九
四
・
築
社
書
法
家
刻
研
究
会
、

生
会
の
発
起
人
に
名
を
列
ね
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
家
刻
家
協
会
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

『
生
誕
百
五
十
年
記
念
・

鄭
孝
膏
は
こ
の
誕

鄭
孝
菅
は
こ
の
会
場
に
行
っ
た
と
し
か
記
し
て
い
な
い
が
、

」
の
誕
生
会
の
紹
待
状
（
図
M
）
が
残
っ
て
お
り
、

十
四
、

H

御
覧
“

の
栄
誉
を
記
す

鄭
孝
脅
が
呉
日
目
碩
と
最
後
に
会
っ
た
の
は
い
つ
の
こ
と
な
の
か
、
『
鄭
孝
友
円
日
記
』
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
鄭
孝
疋
円
は
一
九
二

四
年
一
月
六
日
、
退
位
後
も
紫
禁
域
内
に
留
ま
っ
て
い
た
薄
儀
の
師
停
と
な
る
べ
く
、
北
京
に
向
け
て
上
海
を
発
っ
て
お
り
、
そ
の
十
六
日
前

に
あ
た
る
一
九
二
三
年
十
二
月
二
十
一
日
、
呉
昌
碩
を
訪
ね
て
い
る
。
同
日
の
条
を
見
ょ
う
。

呉
昌
碩
を
訪
ね
る
と
、
詩
巻
を
出
し
て
私
に
示
し
た
。
と
り
た
て
て
老
い
さ
ら
ば
え
た
様
子
は
な
く
、
階
段
の
登
り
降
り
も
す
こ
ぶ
る
う

ま
く
で
す
ぼ
や
い
。
八
十
の
老
翁
も
、
自
ら
悦
に
入
っ
て
い
た
。

鄭
孝
膏
の
呉
昌
碩
に
対
す
る
温
か
い
ま
な
ざ
し
が
窺
え
る
。
ま
た
、
日
記
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
頃
、
呉
昌
碩
晩
年
の
自
選

〈

8
V

詩
集
『
缶
慮
集
』
の
題
簸
（
図
日
）
も
書
い
て
い
る

Q

そ
の
後
、
『
鄭
孝
脅
日
記
』
に
は
、
呉
昌
碩
に
会
っ
た
と
い
う
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
。
た
だ
、
鄭
孝
脅
は
薄
儀
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
も
、
何
回
か
上
海
に
戻
っ
て
お

終
決
仲
且
宇
多
舟
向
圏

（図15) 鄭孝脊書

『缶塵集』

四巻本題主主
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会
虚
ゑ
‘’ ゑ

り

一
九
二
五
年
四
月
三
十
日
の
条

扇
ニ
枚
に
画
き
、
そ
の
一
つ
を

呉
倉
碩
に
与
え
る
。



と
あ
っ
て
、
呉
国
碩
の
名
が
見
え
て
い
る
も
の
の
、
会
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

そ
し
て
一
九
二
六
年
八
月
二
十
一
日
の
条
に
、

行
在
に
行
き
、
進
講
す
る
。
陛
下
は
新
聞
を
読
ん
で
お
ら
れ
、
鄭
孝
膏
、
呉
俊
卿
（
俊
卿
は
呉
昌
碩
の
名
）
が
作
っ
た
「
歳
寒
図
」
を
見

つ
け
ら
れ
る
と
、
筆
を
取
っ
て
試
み
に
松
を
描
く
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。

と
い
う
一
節
が
見
え
る
。
こ
こ
で
言
う
「
行
在
」
と
は
、
当
時
薄
儀
が
避
難
し
て
い
た
天
津
日
本
祖
界
内
の
張
園
で
あ
る
。
い
か
に
退
位
し
た

皇
帝
と
は
言
え
、
薄
儀
は
鄭
孝
脊
に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
主
君
で
あ
り
、
自
ら
の
画
が
そ
の
主
君
の

H

御
覧
H

に
供
さ
れ
る
こ
と
は
こ
の
上
な

い
名
誉
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
名
誉
は
呉
国
碩
に
も
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
、
鄭
孝
忍
円
は
う
や
う
や
し
く
、
呉
昌
碩
の
名
を
詳
（
本
名
）
で
記
し

（
主
君
に
は
字
や
号
で
対
応
し
て
は
な
ら
な
い
〉
、
記
念
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

十
五
、

上
海
時
代
を
懐
か
し
む

一
九
二
七
年
十
一
月
二
十
九
日
、
呉
昌
碩
は
上
海
で
八
十
四
年
の
生
涯
を
終
え
た
。
鄭
孝
彦
円
は
こ
の
六
日
前
の
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
上
海

に
一
戻
一
っ
て
い
た
が
、
同
日
、
船
で
青
島
に
向
け
て
発
っ
て
お
り
、
呉
昌
碩
逝
去
の
日
は
い
つ
も
の
よ
う
に
天
津
の
行
在
で
進
講
を
し
て
い
る
。

だ
か
ら
鄭
孝
有
は
呉
昌
碩
の
逝
去
を
す
ぐ
知
り
得
る
場
所
に
は
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
、
鄭
孝
膏
は
そ
の
後
も
た
び
た
び
上
海
に
戻
っ
て
い
る
し
、
天
津
に
い
た
と
し
て
も
呉
昌
碩
の
逝
去
は
伝
わ
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
『
鄭
孝
脅
日
記
』
に
は
呉
昌
碩
の
逝
去
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
当
時
の
鄭
孝
混
同
は

満
州
国
建
国
に
向
け
て
動
い
て
い
た
わ
け
で
、
も
は
や
呉
昌
碩
と
の
文
人
と
し
て
の
交
友
に
思
い
を
致
す
よ
う
な
こ
と
は
ニ
の
次
三
の
次
に
な

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
呉
昌
碩
が
逝
去
し
て
か
ら
十
年
目
の
一
九
三
七
年
一
月
三
日
の
条
に
呉
昌
碩
の
名
が
見
え
て
い
る
。

『
鄭
孝
膏
日
記
』
に
見
る
呉
昌
碩
と
の
交
友

一
四
三



一
四
四

五
馬
路
に
行
き
、
呉
昌
碩
が
画
い
た
「
海
蔵
構
図
」
を
さ
が
し
出
す
。

五
馬
路
と
は
新
京
（
長
春
）
の
東
五
馬
路
と
い
う
地
点
で
、
鄭
孝
背
が
一
九
三
六
年
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
本
宅
と
し
て
い
た
屋
敷
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
時
に
は
す
で
に
新
京
柳
条
路
三
百
一
号
に
新
築
し
た
邸
宅
に
移
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

残
し
て
お
り
、
時
お
り
や
っ
て
来
て
は
家
財
あ
ら
た
め
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
は
ま
だ
五
馬
路
に
家
財
を

ま
た
同
年
四
月
十
七
日
の
条
に
は
、

五
馬
路
に
行
き
、
（
中
略
）
朱
古
徴
の
父
の
墓
表
一
通
を
見
つ
け
る
。
陳
三
立
の
撰
、
沈
曽
植
の
書
、
呉
俊
卿
の
纂
額
に
な
る
。

朱
古
徴
と
は
、
前
出
の
呉
昌
碩
生
墳
志
を
書
丹
し
た
朱
孝
繊
の
別
字
。
陳
三
立
も
呉
昌
碩
生
演
志
の
撰
文
を
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
通

り
＠
沈
曽
植
（
一
八
五

O
i
一
九
二
二
〉
は
鄭
孝
背
の
古
く
か
ら
の
友
人
で
、
呉
昌
碩
と
も
親
し
か
っ
た
。

長
春
で
最
晩
年
を
迎
え
て
い
た
鄭
孝
膏
に
と
っ
て
、
呉
昌
碩
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ら
上
海
時
代
の
旧
友
達
の
手
に
な
る
作
は
ど
の
よ
う
な

感
慨
を
も
よ
お
し
め
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

『
鄭
孝
膏
日
記
』
に
呉
昌
碩
の
名
が
見
え
る
の
は
こ
れ
が
最
後
と
な
る

Q

そ
し
て
そ
れ
か
ら
一
年
弱
の
一
九
三
八
年
三
月
二
十
八
日
、
鄭
孝

背
は
長
春
で
病
死
す
る
＠

お
わ
り
に

以
上
、
『
鄭
孝
混
同
日
記
』
を
通
観
し
つ
つ
、
鄭
孝
禅
問
と
呉
昌
碩
の
交
友
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
わ
け
で
あ
る
が
、
二
人
の
交
友
の
特
徴
を
ま
と

め
る
な
ら
次
の
二
点
に
な
る
と
筆
者
は
思
う
。

＠①  

立
場
的
に
は
鄭
孝
背
が
常
に
呉
昌
碩
の
上
に
あ
る
。

二
人
の
直
接
受
京
は
上
海
に
お
い
て
の
み
行
わ
れ
て
い
る
。



①
は
鄭
孝
膏
が
進
土
に
こ
そ
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
解
元
（
科
挙
の
地
方
試
験
で
あ
る
郷
試
の
首
席
合
格
者
）
出
身
の
エ
リ
ー
ト
官
更
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
呉
昌
碩
は
秀
才
（
科
挙
の
初
期
試
験
に
合
格
し
て
県
学
な
ど
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
者
〉
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
点
か
ら
、
二
人
の
意
識
は
清
朝
崩
壊
後
も
封
建
時
代
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

②
は
呉
昌
碩
が
一
九
一
一
年
に
上
海
に
移
居
し
て
以
来
、

ほ
と
ん
ど
動
く
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
の
こ
と
な
の
で
あ

る
が
、
筆
者
が
こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
、
当
時
の
上
海
が
、

い
わ
ば
清
朝
遣
民
の
隠
棲
の
場
の
役
割
も
は
た
し
て
お
り
、
政
治
的
に
も
ま
さ
し

く
遺
民
（
遺
臣
）
で
あ
っ
た
鄭
孝
育
の
よ
う
な
人
物
も
、
、
政
治
的
に
は
ほ
と
ん
ど
清
朝
に
コ
ミ
ヅ
ト
し
て
い
な
か
っ
た
呉
昌
碩
の
よ
う
な
人
物

も
、
共
に
の
み
こ
ん
で
い
た
場
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
い
っ
た
場
で
あ
る
上
海
な
く
し
て
は
、
二
人
は
出
会
う

こ
と
が
な
か
っ
た
わ
け
で
、
近
代
の
上
海
が
二
人
の
交
友
を
可
能
な
ら
し
め
た
。
き
す
れ
ば
、
必
然
的
に
、
二
人
は
上
海
以
外
の
場
で
は
交
友

を
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ー
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
＠
も
と
よ
り
、
上
海
以
外
の
場
に
お
い
て
は
、
鄭
孝
青
は
遺
民
で
は
な
く
、
生
々
し
い
政

治
家
に
な
っ
て
お
り
、
呉
昌
碩
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
い
る
。
鄭
孝
育
が
呉
昌
碩
と
交
友
で
き
る
の
は
、
彼
が
上
海
で

4
疋
民
モ

l
ド
d

に
入
つ

て
い
る
時
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
最
晩
年
も
こ
の
モ

l
ド
に
入
り
た
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
：
－

Y

近
代
の
象
徴
的
都
市
で
あ
っ
た
上
海
が
、
旧
意
識
の
持
主
で
あ
っ
た
二
人
を
出
会
わ
せ
、
交
友
さ
せ
た
。
二
人
の
交
友
の
細
部
を
確
認
す
る

と
共
に
、
こ
の
交
友
を
上
海
と
い
う
都
市
の
機
能
を
証
明
す
る
た
め
の
材
料
に
資
す
こ
と
も
本
稿
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

円注）

（1
）
陳
貞
寿
「
鄭
孝
膏
」
（
朱
信
泉
、
厳
如
平
主
編
『
民
国
人
物
伝
』
第
四
巻
・
一
九
八
四
・
中
華
書
局

あ
る
。

（
2
）
た
と
え
ば
、
樽
本
照
雄
「
鄭
孝
膏
日
記
に
見
る
長
尾
雨
山
と
商
務
印
書
館
」

ω
i
M
W
（
『
清
末
小
説
か
ら
』
一
一
一
五
〈
一
九
九
四
・
一

0
・一

v
i三
九

〈
一
九
九
五
・
一

0
・
一
〉
・
清
末
小
説
研
究
会
所
収
可
平
野
和
彦
「
鄭
孝
膏
と
康
有
為
」
（
『
群
馬
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
二
二
号
・
一
九
九
五

・
群
馬
女
子
短
併
用
大
学
所
収
U

な
ど
が
あ
る
。

所
収
）
に
、
「
嘗
鷺
字
自
給
、
歳
入
数
千
元
」
と

『
鄭
孝
膏
日
記
』
に
見
る
呉
昌
碩
と
の
交
友

一
四
五



一
四
六

ハ
3
〉
『
鄭
孝
膏
日
記
』
「
整
理
説
明
」
参
照
。

（4
）
樽
本
照
雄
『
清
末
小
説
閑
談
』
（
一
九
八
一
二
・
法
律
文
化
社
）
所
収
論
文
、
お
よ
び
同
「
長
尾
雨
山
は
賓
罪
で
あ
る
」
（
『
大
阪
経
大
論
集
』
第
四
十
七

巻
第
二
号
・
一
九
九
六
・
大
阪
経
大
学
会
所
収
）
参
照
。

（
5
）
松
村
茂
樹
「
呉
昌
碩
と
白
石
六
三
郎
｜
｜
近
代
日
中
文
化
交
流
の
一
側
面
｜
｜
」
（
『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
｜
｜
文
系
｜
｜
』
第
二
九
号
・
一
九
九
七
・

大
妻
女
子
大
学
所
収
）
参
照
。

（6
）
『
書
道
全
集
』
第
二
四
巻
「
清
E
」
ハ
一
九
六
一
初
版
・
平
凡
社
）
所
収
。

（7
）
呉
昌
碩
入
室
の
弟
子
・
王
A
l
仲
移
（
一
八
九
六
｜
一
九
八
八
）
に
師
事
さ
れ
た
上
海
美
術
館
副
館
長
・
丁
義
元
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（8
）
『
缶
脱
集
』
に
つ
い
て
、
呉
昌
碩
の
孫
・
呉
長
鄭
氏
（
呉
昌
碩
の
四
男
・
県
東
道
の
長
男
〉
は
、
「
呉
昌
碩
先
生
年
譜
」
〈
呉
長
鄭
著
・
河
内
利
治
、

北
川
博
邦
訳
『
わ
が
祖
父
呉
昌
碩
』
・
一
九
九
0
・
東
方
書
店
所
収
）
の
中
で
、
「
三
子
適
（
呉
東
適
の
こ
と
｜
｜
呉
昌
碩
の
一
一
一
男
・
呉
楚
は
生
後
間

も
な
く
没
し
て
い
る
た
め
呉
東
適
を
「
一
一
一
子
」
と
し
て
い
る
）
が
先
生
の
晩
年
に
作
っ
た
詩
篇
を
持
っ
て
先
生
生
前
の
至
交
で
あ
る
朱
彊
村
・
鴻
君
木

に
整
理
を
請
い
て
一
巻
と
し
、
先
生
手
編
の
四
巻
と
と
も
に
五
巻
と
な
し
、
題
し
て
「
缶
鹿
集
」
と
し
て
刊
行
し
、
朱
彊
村
が
題
出
向
し
、
諌
復
堂
・
沈

篠田
X
等
が
序
を
作
っ
た
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
が
宣
和
印
社
五
巻
本
で
あ
る
。
だ
が
、
呉
長
鄭
氏
の
言
う
「
先
生
手
編
の
四
巻
」
は
五
巻
本
よ
り
前

に
『
缶
鹿
集
』
四
巻
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
こ
の
影
印
本
が
一
九
八
四
年
七
月
、
台
湾
の
文
海
出
版
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
お
り
、
呉
昌

碩
の
孫
・
呉
務
華
氏
（
呉
昌
碩
の
次
男
・
呉
戚
禽
の
次
男
〉
が
抜
文
を
書
い
て
い
る
。
鄭
孝
背
の
『
缶
底
集
』
題
簸
は
、
こ
の
四
巻
本
の
た
め
に
書
か

れ
て
い
る
の
で
、
「
四
巻
」
と
あ
る
が
、
宣
和
印
社
版
五
巻
本
で
は
、
こ
の
「
四
巻
」
二
字
が
消
さ
れ
て
い
る
（
附
図
参
照
）
。

会
虚
余

1喜
圏

主和印社版『缶慮集』
五巻本題主主


